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地域の資源で地域を豊かにする！
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①穴をふさぐ（省エネ）

②綺麗な水をそそぐ（再エネ等）

③適切なサイズへ

脱炭素を
バケツを使ってたとえるなら



主に海外から輸入している
化石燃料

断熱・気密効率が低く
冬寒く・夏暑い
建築物・住宅からの
熱エネルギー流出効率の悪い（古い）

設備での産業活動による
過剰なエネルギー使用 燃費の悪い移動手段、

スプロールしたまちでの
過大な移動エネルギー消費

日本のまちはさながら、
エネルギーを駄々洩れ

している施設・機器に、
海外から輸入している
CO2をたくさん出す

エネルギーを、垂れ流し
込んでいるようなもの

つまり、CO2は
たくさん出て、
エネルギー代は

地域外に流出する
「もったいない」状態

気候正義でもない
いろんな穴の

空いたバケツに
灰色のエネルギーを
ジャブジャブ投入

しているような状態
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4人為起源のCO2の累積排出量

気
温
の
上
昇

IPCC
AR6
図SPM.10

気温の上昇とCO2累積
排出量がほぼ比例関係
＝ CO2排出が増えると

気候変動が進行

気候変動がもたらす
地域間・世代間格差

気候正義 Climate Justice



2023年3月
IPCC第６次評価報告書
統合報告書（最新！）
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本日のお話し

①世界の動き
②岩手は？
③他地域の動向
④今後に向けてのヒント
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https://news.un.org/en/story/2023/07/1139162

Global Warming（地球温暖化）
↓

Global Boiling（地球沸騰化）
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クイズ：
宮沢賢治の小説の中で、
温暖化に関する記述がある
〇か×か
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答えは〇

宮沢賢治は、1932年(昭和7年)に発表した「グスコーブドリの伝
記」において、火山から噴出するCO2によって地球を温暖化し、
冷害に苦しめられている農民を救うために、主人公が自ら犠牲と
なって火山を人工的に噴火させるというストーリーを展開してい
る。

ただし、現在では、火山の噴火は、CO2と同時に吹き出す粉じん
によって、太陽光線が地表に届くのが妨げられるため、全体とし
てはかえって気温は下がることが知られている。

https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/h09/10290.html 9
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「知りたい！カーボンニュートラル
脱炭素社会のためにできること」より



昨年は記録史上最も暑い夏だった。気象庁によると、今年も夏の気温は全国的に高いと予想されている。
上図は気象庁が毎年まとめている「気候変動監視レポート」2023年版から引用したもの。
なお、異常気象は「ある場所において30年に1回以下のまれな頻度で発生する現象」と定義されているが、
もはや毎年のように異常気象が発生しているため、気候災害が起こった場合の対処法（適応）が重要。

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/monitor/index.html
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https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/kishojoho_senjoukousuitai.html#b

大気中に含まれる水蒸気量は
気温が1度上昇すると7%増加する



「気候変動監視レポート」2023年版 https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/monitor/index.html

解析した日本近海の年平均海面水温は、
2023年の平年差が+1.10℃で、統計を
開始した1908年以降、最も高い値
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総合資源エネルギー調査会 基本政策分科会（第55回会合）資料1
https://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/2024/055/
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https://www.nedo.go.jp/library/ZZNA_100091.html
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NEDO/TSC「海外トレンド：COP28に向けたCNに関する海外主要国（米・中・EU・英・独・インドネシア・インド・UAE・
サウジアラビア）の動向―地球沸騰化時代のグローバルサウスの台頭と中東諸国のCNへの動向―」（2023年11月21日）
https://www.nedo.go.jp/library/ZZNA_100091.html
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COP28@ドバイ
2023年11-12月
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COP28@ドバイの主な論点

•パリ協定成立後、初めてのグローバルストックテイクが行われ、
現在の各国の目標では2.1-2.8℃の温度上昇のため、再エネ３倍・
省エネ２倍など、1.5℃実現に向けた取組の加速を求める

• COP27で採択された「損失と損害」のファンドがCOP28開催初日
に決定

•過去最大規模の８万６千人が参加、メイン会場（ブルーゾーン）
およびそこを囲むエリア（グリーンゾーン）にも世界各国・企
業・機関から多くの出展が行われさながら気候Expoに

•初めて都市のサミットが公式会合として開催され、企業のトップ
が多く参加し様々なイニシャティブや商談がまとまり、実施のス
テージへ
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世界全体では
2℃（パリ協定）

から1.5℃へ
↓

2050年ゼロ
2030年43％減
2035年60％減

↓
2050年以降も

しばらくマイナス

COP26@グラスゴー
2021年11月＋
COP28@ドバイ

2023年12月
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クイズ：
世界で新しく設置されている発電所の
過半は化石燃料を燃やす発電所
〇か×か
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IRENA、「2020 年、世界の再生可能エネルギー導入容量が過去最高に」2021年4月5日
https://www.irena.org/-/media/Files/IRENA/Agency/Press-Release/2021/Apr/IRENA-Capacity-Stats-2020_Press-
Release_Japanese.pdf?la=en&hash=0C99521D03B887ED48DCDF939252539829684B03

世界と日本の事業用太陽光の発電コスト
（LCOE：均等化発電原価）

世界で2020年の1年間に
新設された再エネは
260GW（10億ワット）
日本国内の総電力容量
も同規模の260GW）。

化石燃料による
火力発電は60GW。

国別再エネ新設分の
1位は136GWの中国、
2位は29GWの米国
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非再エネの増加分 再エネの増加分 再エネの割合

新
規
電
源
の
再
エ
ネ
シ
ェ
ア 世界で新設されている電源の

80%以上は再エネ

IRENA, Renewable Capacity Statistics 2024
https://www.irena.org/Publications/2024/Mar/Renewable-capacity-statistics-2024
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https://www.iea.org/reports/renewables-2023/executive-summary

世界の再エネ容量
合計値は4000GW超

COP28
目標達成＝
11000GW

現時点の
政策では

8000GWが
やっと

IEA（国際エネルギー機関）
「Renewables 2030」レポートより

2023年の太陽電池モジュールの
取引価格は前年比で約50%下落。
生産能力は2021年の3倍。

太陽光

風力

水力
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2050年の発電電力の構成
発電電力の構成（2020～2050年）

【キーポイント】IEAネットゼロシナリオでは太陽光・風力等の再エネが大幅に拡大する
（ただし、この結果はコスト想定等に依存するため、その検証作業が肝要）

IEAネットゼロシナリオの主な結果：2050年までのエネルギーシステム転換の姿

• 2050年に再エネ比率が約90%まで増加
（そのうち太陽光と風力が約70%）

• 残りの10%は、原子力、水素ベース燃料、および
化石燃料+CCUS

石炭火力発電電力量（技術別）

・CCUS付き石炭火力
・若干のアンモニア発電

太陽光・風力

水力・
その他再エネ

• 2050年の石炭火力発電はCCUS付き石炭火力設備または
アンモニア発電設備に転換（下図）

• CCUS無し火力発電設備は2040年までにフェーズアウト

27

https://www.iges.or.jp/jp/pub/iea-2050netzero/ja
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本日のお話し

①世界の動き
②岩手は？
③他地域の動向
④今後に向けてのヒント
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https://www.pref.iwate.jp/kensei/seisaku/suishin/1018014/1019685.html

岩手県「いわて県民計画（2019～2028）第２期アクションプランの概要」（2023年3月）より
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https://www.pref.iwate.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/067/076/4_cgo.pdf
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岩手県地球温暖化対策推進本部会議（2023年2月）結果のお知らせ
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https://www.pref.iwate.jp/kurashikankyou/kankyou/seisaku/ondanka/1062571.html
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https://www.pref.iwate.jp/kurashikankyou/kankyou/seisaku/ondanka/1062571.html
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GX推進会議、
第10回資料（2023.12）
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GX推進会議、第10回資料（2023.12）
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岩手県の地域経済循環分析

【2020年版】

Ver7.0β
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支出

地域の所得循環構造

41

生産・販売

分配

所得

財政移転(政府支出－税金) 財政移転は補助金、交付税など
の国・都道府県からの所得移転

所得

所得

46,440億円

55,094億円

4,473億円

867億円
所得

13,031億円

2,332億円

96億円 ○

▲
平均生産性769.6万円/人
全国平均935.2万円/人

(805位/1,741市区町村)

(673位/1,741市区町村)

経常収支

所得

通勤

GRPの0.2%GRPの9.6%

▲

1人当たり所得455.1万円/人
全国平均427.3万円/人

GRPの28.1%

所得

7,189億円

所得46,440億円

▲

○

地域住民所得注1

労働生産性

平均生産性81.6百万円/TJ
全国平均88.3百万円/TJ

(1,067位/1,741市区町村)

エネルギー生産性

▲

○

▲

GRPの1.9%

GRPの5.0%

GRPの15.5%

⑪

⑩

⑨

⑧

⑦
⑥

⑤

④

③②

①

GRPの2.5%

エネルギー代金注2

1,158億円▲

⑫

本社等

消費

投資

所得

所得

所得

注1）地域住民所得は、夜間人口1人当たりの所得(=雇用者所得+その他所得)を意味する。
注2）エネルギー代金の収支は経常収支の内数であり、原材料利用や本社・営業所等の活動(=非エネルギー)は含まれない。※Ver5.0までは含まれる

出所： 「国民経済計算」、「県民経済計算」、「産業連関表」、「国勢調査」等より作成 ⑬ 再エネ導入ポテンシャル 934,826TJ

→分析例は「手引き基本編」のP14～16を参照



26.9%

-65.3%

26.9%

13.2%

-80.0%

-60.0%

-40.0%

-20.0%

0.0%

20.0%

40.0%

岩手県2020 全国 岩手県 同規模地域

（100万人以上）

※地方圏の平均

投
資
の
流
出
率
（
％
）

8,670.0 

11,002.0 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

地域内投資額 地域企業等投資額

投
資
額
（億
円
）

（１）地域内に投資需要があるか

地域内で投資される額が、地域住民・企業が投資する額よりも
2,332億円程度少なく、投資が流出している。

42

①地域内への投資需要と投資額 ②投資の流出率

注) 投資額＝総固定資本形成(民間)＋在庫純増(民間)
地域内投資額は、地域内の投資額(誰が投資したかは問わない)を表す。
地域企業等投資額は、地域内の企業・住民の投資額(どこに投資したかは問わない)を表す。
投資額は年次による額の変動が大きい点に留意する必要がある。

注）投資の流出率（％）
＝(地域企業等投資額－地域内投資額) / 地域内投資額 ×100

流出率のマイナスは流入を意味する。

地域外へ
約2,332億円の流出

投資の流出率は26.9%であり流出している。流出率は県や人口
同規模地域と比較して低い水準である。

出所： 「国民経済計算」、「県民経済計算」、「市町村別決算状況調」等より作成

流出

流入

流出

流出

注）全国の流出額はゼロであるが、ここでは市区町村別の流出率の平均値を全国の流出率としている。

◼ 投資面では、地域の企業への投資額(地域内投資額)と地域内の企業・住民が投資した額(地域企業等投資額)を比較し、投
資が地域から流出しているか否かを把握する。

◼ また、投資の流出率を県や人口同規模地域と比較して、どの程度の流出水準であるかを把握する。

分析の
視点

→分析例は「手引き基本編」のP54～55を参照

外にお金（投資）が漏れている。。。
岩手県のお金（投資）で脱炭素・GX案件を実現！
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再生可能エネルギー導入ポテンシャル

再エネ種別の導入ポテンシャル(TJ)注

岩手県2020の再エネ導入ポテンシャルは、934,826TJであり、洋上風力が最も大きく、次いで陸上風力が大きい。

再エネ導入ポテンシャル 934,826 TJ

(エネルギー消費量の16.43倍)

出所： 環境省「再生可能エネルギー情報提供システム[REPOS(リーポス)]」（2023年4月公表）等より作成
43注）太陽光、中小水力河川、陸上風力、洋上風力、地熱を対象としており、洋上風力は全国10ブロック別の導入ポテンシャルを風速の観測地点数で按分して作成している。

◼ 地域に再生可能エネルギーを導入するためには、太陽光や風力、水力、地熱などの地域資源が必要であり、地域で活用可能な
再生可能エネルギーとして、何がどの程度あるのかを把握しておくことが重要である。

◼ ここでは、地域の再生可能エネルギーの導入ポテンシャルを再生可能エネルギーの種類別に示し、地域で導入の可能性が高い
再生可能エネルギーが何であるかを把握する（下図）。

分析の
視点

→分析例は「手引き基本編」のP67～68を参照

再エネポテンシャルは消費量の16倍！
岩手のお金・技術で開発できないか！？



GX推進会議、第10回資料（2023.12）

44



本日のお話し

①世界の動き
②岩手は？
③他地域の動向
④今後に向けてのヒント
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EUグリーン・ディールとは、2030年に
向けた気候ターゲット（＝CO2削減量）
を実現させるための方策（55%削減）

その際、公正でコスト効率的で、競争力
を高める方法で実現させることを目指す

https://commission.europa.eu/strategy-and-policy/priorities-2019-2024/european-green-deal/delivering-european-green-deal_en
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第３の産業革命を
リードする

（グリーンへの転換で）

クリーン技術と製品のための市場を
つくることは、エネルギー・交通・
建設・改修等の分野にまたがり、地
域でしっかりとした収入につながる
仕事になる

・電化と再エネ拡大
・建築物の高効率化も地域の仕事を
作ることが期待される
・競争条件を同じにするため、気候
制約の緩い外国から入ってくる財に
対して炭素価格を課すこと（炭素国
境調整メカニズム）を検討

3500万の建築物の改修

建設部門での16万人の
新たな仕事に

https://commission.europa.eu/strategy-and-policy/priorities-2019-
2024/european-green-deal/delivering-european-green-deal_en
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EU委員会ホームページ「A European Green Deal」
https://commission.europa.eu/strategy-and-policy/priorities-2019-2024/european-green-deal_en

豊かな
自然資源

良質で
省エネな
建築物

健康で
充分な
食料

より
多くの
公共交通

きれいな
エネルギー・
先進的技術

修理可能な
長続きする
モノの生産

未来にも
確かな仕事・
職業訓練

国際的に
競争力を持つ
しなやかな

産業

EUグリーン・ディール
（＝脱炭素の取り組み）

から得られる便益
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https://www.city.katsushika.lg.jp/information/1000084/1006024/1006289.html

葛飾区の事務事業編では
施設課によるリードで
新築や改築するときは
ZEBの標準化を明示！

ZEB化対策しないこと
＝エネルギーの垂れ流し
・高い光熱費負担の継続
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葛飾区の事務事業編が対象としている施設
（上は区が直接に、下は指定管理者が管理する区有施設）

藤野純一監修「知りたい！カーボンニュートラル
脱炭素社会のためにできること」あかね書房より



51鳥取県、NE-STとは
https://www.pref.tottori.lg.jp/293782.htm
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ぎふの木ネット協議会、寒さと循環器疾患の関係
https://gifunoki.net/house-building/tree-and-health/
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出典：[日本] 平成30年住宅建材使用状況調査、日本サッシ協会（2108）、[イギリス、
フランス、ドイツ] Interconnection Consulting (2016)、[アメリカ]Home Innovation 

Research Labs (2013)、[中国]樹脂サッシ普及促進委員会（2020）、YKK AP調べ、
[韓国]日本板硝子（株）調査データ（2011）

樹脂窓の普及率
塩ビ工業・環境協会ホームページ、樹脂窓の評価
https://bit.ly/3jZj1FI



54鳥取県、NE-STとは
https://www.pref.tottori.lg.jp/293782.htm
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鳥取県、NE-STとは
https://www.pref.tottori.lg.jp/293782.htm
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https://bit.ly/3WZZuX03.11 あの日から10年…。これからの住宅

2021-03-11
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気密が良かった事と、基礎断熱であった事がポイントだと思います。復旧作業で何十
棟ものお家を見ましたが、床断熱の家は、土台の通気パッキンや床点検口から水が入
り、床下、床上浸水する事例が非常に多かったです。
この家は電気が一か月来なかったのですが、無暖房で20℃をキープしました。また、
母屋に手押しポンプの井戸と薪のお風呂があり、水にもお風呂にも寒さにも困らない
とご家族に感謝されましたが、被害に遭われたご近所の避難所となり、非常に喜ばれ
たそうです。
その後、私が撮影した写真は「東北の住まい再生」という岩手県後援の冊子に「命を
守ってくれた家」として掲載されました。

https://bit.ly/3WZZuX0

3.11 あの日から10年…。これからの住宅

2021-03-11
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既に具体的に
やっている！
再エネ・電気
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既に具体的に
やっている！
再エネ・熱
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２０３０年度
電気×再エネ
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２０３０年度
熱×省エネ
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２０３０年度
熱×再エネ
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改修または新築時の
省エネ・再エネ必須！
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下川町：さらにその先は？

目指す大きな姿を
具体にしていくことが大事！
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+安全・安心（お金の面も）

+ポテンシャルを最大限活用

+地域の経済を支える
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https://www.env.go.jp/press/press_01477.html

環境省「2021年度（令和3年度）の温室効果ガス排出・吸収量（確報値）について」（2023年4月）
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https://www.env.go.jp/press/press_03046.html
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https://www.ms-ad-hd.com/ja/news/news_topics/news_topics_20221208.html
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https://www.ms-ad-hd.com/ja/news/news_topics/news_topics_20221208.html
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https://www.ms-ad-hd.com/ja/news/news_topics/news_topics_20221208.html
82



https://inochi-meguru.net/
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https://inochi-meguru.net/
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https://www.tohoku.ac.jp/japanese/newimg/pressimg/tohokuuniv-press20240306_02web_np.pdf

2024年3月
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https://www.tohoku.ac.jp/japanese/newimg/pressimg/tohokuuniv-press20240306_02web_np.pdf
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本日のお話し

①世界の動き
②岩手は？
③他地域の動向
④今後に向けてのヒント
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https://ueda-vision.jimdosite.com/
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横瀬町は、まだまだ人口が
減っていきます。

人口が減っていく中で、
一人一人に寄り添うことを
とても大事にしていきたい。

https://www.youtube.com/watch?v=LGPXy7Pblpc
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横瀬町は、まだまだ人口が
減っていきます。

人口が減っていく中で、
一人一人に寄り添うことを
とても大事にしていきたい。

人口が減っていくからこそ、一人一人に向き合う時
間も取れるかもしれないし、もっともっと個別の相
談に乗れる機会も増えるかもしれない。
小さい町だから、そういうことに力点を置いた行政
運営を私たちはしていきたい。

第6次横瀬町総合振興計画

https://www.town.yokoze.saitama.jp/yokoze/machitukuri/347
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https://project.nikkeibp.co.jp/hitomachi/atcl/feature/00016/ 102
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人参
蝋
木綿

たたら製鉄
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https://www.city.minamisoma.lg.jp/portal/sections/61/6150/61503/study/1/2/2020.html

107

二宮尊徳は
農村復興の
プロだった

数々の経験を重ね
「報徳仕法」を開発

弟子の富田高慶の
相馬中村藩の復興を
リモートで支援した
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再建にあたり、徹底的な現地調査から始めた。
また、自らが現地の指揮を執り、必ず具体的な
数値目標を掲げて、周囲にそれを公表して周知
徹底させるなかでスタートし、確実に実践した。

“経済の伴わない道徳は戯言であり、道徳を伴
わない経済は罪悪である”とし、いくら道徳を
説いても、金がなく実行できなければ何も生ま
れないし、何の価値もないので、道徳の実践を
支える経済の実践があってこそ、社会が発展し
ていくことを伝えた。

報徳思想、報徳仕法で指導し成果をおさめて、
渋沢栄一等の名経営者にリスペクトされた二宮尊徳
https://president-one.com/20210705/5084

https://amzn.to/3JfKFFu

Survey is the basic.
“Moral” is important.
“Economy” is the must.



的場信敬、「ドイツ・オーストリアでの脱炭素地域づくりの全体像」
連続セミナー「脱炭素地域づくりを進める中間支援の仕組みと体制」
第1回：欧州から学ぶ脱炭素地域づくりを進める中間支援（2023年9月）
https://kikonet.org/content/24797
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必見！

https://kikonet.org/content/24806
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私の問題意識

岩手は脱炭素の宝庫（省エネ建築物・移動・再エネ）

良い例はどんどんまねよう。それを地域でやってみよう。

自分で投資して、地域で仕事をつくろう。そして外でも売ろう。

そのときに、タイミング（例：設備更新）が命、準備が肝心。事前の勉強。

専門家集団を作り、客観的な知見を活用しながら、現場で実践！

衣食住、そしてエネルギー足りて安心な生活を実現！！
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